




















































現場で採取 したシャツトネラ海水 と室内で培養 されたシャツトネラ マ リーナ
chatonelamarinaを用いてアサリの曝露実験を行った｡現場のシャツトネラ海水に曝
露 した区 (8,000-3,000cels/ml)については6日目に半数が箆死 したのに対 し,対照区
(海水のみ)では舞死がなく,一方培養されたシャツトネラ マリーナを用いた実験で
は,曝露区 (25,000cels/ml)で2-3日日に半数以上が党死 し,対照区 (海水のみやキ
ー トセロスChaetocelVSgraCilisを給餌 したもの)では6日間の実験期間中の巣死率が10
-30%となり,これらの箆死状況には明らかな相違が認められた｡また,曝露区の発
死個体の体腔内には,現場で採取されたアサリと同様の粘液物質が認められた｡以上
のことから,高密度のシャツトネラ赤潮はアサリに害作用を持ち,短期間でアサリを
舞死させることが分かった｡また,体腔内の粘液物質の観察からアサリを窒息死させ
る可能性があるものと考えられた｡
｢アユの産卵環境とその生理学的意義について｣
吉田 大作 (長崎大学大学院海洋生産科学研究科)
【目的】アユ (Plecoglossusaltivelis)は秋になると河川中流域にある瀬 (底質が砂磯で
流れの速い場所-本研究では ｢産卵環境｣という)に集まり産卵する｡ この行動には､
卵の砂磯への埋没による捕食者からの庇護や､早い流速が卵にもたらす豊富な酸素供
給などの利点が想定される｡しかしこの環境が､親魚に対 してどのような役割を持つ
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